




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C 10 じゃあ，だいじようぶですね。その方にお願いしましょう o
M12 そうするよ。死んでもなんとかなるな。
このケースでは， M 1で宗教に対する忌避感が表明されたうえで， M 2 I死ん
だらどうなるのか気になって」と語られる。そこで臨床宗教師は，宗教的資源、を
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